
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 食事マナーを身に付け、友達や家族と楽しく食事を

する。 

② 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や

食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身に

付ける。 

③ 正しい知識・情報に基づいて食物の品質及び安全性

等について自ら判断できる能力を身に付ける。 

④ 食べ物を大切にし、感謝の気持ちで食事をする。 

⑤ 望ましい食生活が習慣化する。 

⑥ 地域の産物や食文化を理解し、大切にする。 

【指導目標】 

 

令和元年度 

１
年 

● 食に関する基礎的な知識や栄養バランスについて理解できる。 

● バランスのよい食事について考え、食べることができる。 

● 自分の食生活を見つめ直し、よりよい食習慣を形成すること

ができる。 

【目指す生徒像】 

● 学校給食で正しい食事のマナーを確認し、人間関係形成能力を

身に付けることができる。 

● 適量について考え、食べることができる。 

● 食事が大切なコミュニケーションの場であることを理解し、

よりよい人間関係を構築することができる。 

● 学校給食を通して、食文化や地産地消について理解を深める

ことができる。 

● 食品ロスや食料自給率なども考え、適量を食べることができ

る。 

● 食料の生産等に関わる人々に感謝し、より地元や食文化に愛

着をもつことができる。 

２
年 

３
年 

１年 「もっと野菜を食べよう」 

学校保健委員会(ミルク教室) 給食のセルフチェックカード 

指導目標と目指す生徒像 

主な取組 

前半は、地元の愛知県が農業県であ

るにもかかわらず野菜の摂取量が少な

いことや一日の野菜の必要量(３５０ｇ)

について学びました。その後、代表者が

実物の野菜を用いて３５０ｇを測り、量の

多さを目で見て感じることができました。 

 後半では、その日の朝食について、野

菜をどのくらい食べたか自己分析をし

て、今後の目標をそれぞれ立てました。 

  

 前半は、清涼飲料水に驚くほどの 

砂糖が含まれていることを知り、少量 

ずつ分けて飲もうとアドバイスしました。 

 また、熱中症を予防するために、のどがかわく前にこまめに水分

補給をして、汗をかいたら、スポーツドリンクを飲んで塩分、糖分

を速やかに補給することなども呼びかけました。 

 後半では、熱中症や下痢などの水分補給に最適な「経口補水

液」を代表者に作ってもらいました。 

 全学年と保護者を対象に、株式会社明治の講師を
お迎えし、「牛乳」をテーマに開催しました。 

 最初に、保健委員会委員長が事前アンケートの結

果を報告し、その後、栄養教諭が牛乳の飲み残しの

現状を報告しました。 

 その後、講師から牛乳の栄養素や働き、骨の量や

背が伸びるしくみをわかりやすくお話していただきまし

た。生徒からは「給食で牛乳が毎日出る理由がよくわ

かった。栄養満点の牛乳が捨てられているのがショッ

クだった」などの感想があり、牛乳についてじっくり考

えるよい機会となりました。 

【７月に実施】 

【６月に実施】 

【１１月に実施】 

 毎日何気なく食べている給食を自分自身でチェ
ックすることによって、客観的に自分がどのくらい

給食を食べているのか知ることができ、より意識し

て給食をバランスよく食べようとする意欲を高め

るために、セルフチェックカードを学期ごとに実施

しました。 

 ただ給食の摂取状況をチェックするのではなく、

現在の身長から理想のエネルギー必要量がわか

る早見表を作成し、生徒が該当の数字を選べる

ようにしました。 

ごはん・パンなどの主食、牛乳、食缶のおかず、

大きいバットのおかず、小さいバットのおかず、デ

ザートや個包装のものと種類ごとに分けられてお

り、それぞれどのくらい食べることができたかにつ

いて、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階で一週間記録しまし

た。実施後、保護者にお子さんへのコメントを書い

ていただきました。その後、学級担任がコメントを

記入し、最後に養護教諭または栄養教諭がそれ

ぞれ視点でコメントを書き、生徒に返却しました。

この取組は１回目の上に２回目、３回目を貼り、

生徒・学級担任・保護者・養護教諭・栄養教諭と

関係する全ての人に変化がわかりやすい方法にし

ました。 

 

【５月、１０月、２月に実施】 

２年 「清涼飲料水のとり方に 

ついて考え、上手に取り入れよう」 


